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次
の
各
文
の

線
部
の
文
の
成
分
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド
2
〈
5
点
×
2
〉

⑴　

空
が 

青
い
。 

⑵　

こ
れ
は 

難
し
い 

本
だ
。 

　

ア　

主
語　
　

イ　

述
語　
　

ウ　

修
飾
語　
　

エ　

接
続
語

　

ト
ン
ヒ

  

⑴
「
青
い
」
は
「
ど
ん
な
だ
」
を
表
し
て
い
る
よ
。 

⑵
「
難
し
い
」
は
「
本
だ
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
よ
。

　

次
の
各
文
の

線
部
と

線
部
の
文
節
ど
う
し
の
関
係
を
あ
と
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド
2
〈
5
点
×
2
〉

⑴　

妹
が 

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を 

手
で 

捕つ
か

ま
え
る
。 

⑵　

友
人
と 

す
べ
り
台
で 

遊
ぶ
。 

　

ア　

主
・
述
の
関
係　
　

イ　

接
続
の
関
係

　

ウ　

修
飾
・
被ひ

修
飾
の
関
係 

　

ト
ン
ヒ

  

⑴
「
妹
が
」
は
「
誰
が
」
を
表
し
て
い
る
よ
。 

⑵
「
す
べ
り
台
で
」
は
「
遊
ぶ
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
よ
。

45

主
語
と
述
語
の
関
係
。

接
続
語
で
前
後
を
つ
な
ぐ
関
係
。

修
飾
す
る
・
修
飾
さ
れ
る
関
係
。

　

次
の

線
部
の
主
語
に
対
応
す
る
述
語
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊
試
合
は　

  

明
日　

  

十
時
に　

  

始
ま
る
。 

ト
ン
ヒ

  

試
合
は
「
ど
う
す
る
（
ど
う
な
る
）」
の
か
を
表
す
部
分
が
述
語
だ
よ
。

 　

次
の

線
部
の
修
飾
語
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊  

父
が　

大
き
な　

  

声
で　

  

話
す
。 

ト
ン
ヒ

  「
大
き
な
」
は
、「
声
で
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
ね
。 

　

次
の
文
中
か
ら
接
続
語
を
一
つ
探
し
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊  

私
は　

ピ
ア
ノ
を　

  

練
習
し
た
。   

だ
か
ら
、
上
達
し
た
。 

1

主
語

ア

イ

ウ

2

ど
ん
な
様
子
か
、
ど
の
程
度
か
を
詳く

わ

し
く
説
明
す
る
文
節
。

ア

修
飾
語

イ

ウ

3

文
と
文
、
文
節
と
文
節
な
ど
を
つ
な
ぐ
文
節
。

ア

イ

ウ

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49B とりくもうB

① たいさ をつけて勝つ。　② 相手のはいご に回る。　③ 三角形のていぎ 。
入試に出た
漢字
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100

名前名前名前名前

解答・解説集

合計得点

年

　
　
　組

　
　
　
　番

文
の
組
み
立
て
を
学
習
し
よ
う

要 
点
チ
ェ
ッ
ク

みなおそうA

  p.25

④ 出産をいわ う。　⑤ 答えのれい を挙げる。　⑥ あた りが暗くなる。

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49A

文ぶ
ん

は
文ぶ

ん

節せ
つ

や
単た

ん

語ご

に
分
け
ら
れ
る
。

大
文
　

例
少
女
が
手
を
ふ
る
。
＝
最
後
に
「
。」
が
付
く
、
ひ
と
続
き
の
言
葉
。

文
節　

例
少
女
が 
手
を 
ふ
る
。
＝
「
ネ
」
を
入
れ
て
分
け
ら
れ
る
ま
と
ま
り
。

小
単
語　

例
少
女 

が 

手 

を 
ふ
る
。
＝
そ
れ
以
上
分
け
ら
れ
な
い
言
葉
。

文
の
成
分
＝
主し

ゅ

語ご

、
述じ

ゅ
つ

語ご

、
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

、
接せ

つ

続ぞ
く

語ご

、
独ど

く

立り
つ

語ご

が
あ
る
。

例
犬
が　

ほ
え
る
。

問
題

次
の
文
の
主
語
を
〇
で
囲
み
な
さ
い
。 

〈
20
点
〉

＊　

魚
が　

泳
ぐ
。

1

ネ

ネ

2

文
の
中
で
の
文
節
の
役
割
の
こ
と
。

主
語 

… 「
何
が
」、「
誰
が
」
を
表
す
。

述
語 

… 「
ど
う
す
る
」、「
ど
ん
な
だ
」
な
ど
を
表
す
。

　

正
し
く
文
節
に
分
け
た
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド
p.48
　
1
〈
10
点
〉

ア　

母
／
は
／
サ
ッ
カ
ー
／
の
／
選
手
／
だ
。 

　

イ　

母
は
／
サ
ッ
カ
ー
の
／
選
手
だ
。

ト
ン
ヒ

 「
ネ
」
を
自
然
に
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
文
節
の
分
け
目
だ
よ
。

　

正
し
く
単
語
に
分
け
た
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド
1
〈
10
点
〉

ア　

理
科
／
の
／
実
験
／
は
／
お
も
し
ろ
い
。 

　

イ　

理
科
の
／
実
験
は
／
お
も
し
ろ
い
。

ト
ン
ヒ

  

文
節
で
分
け
る
と
「
理
科
の
／
実
験
は
／
お
も
し
ろ
い
。」
だ
ね
。
単
語
は
文
節

よ
り
も
細
か
く
分
け
ら
れ
る
よ
。

　

次
の
文
の
主
語
と
述
語
を
書
き
抜ぬ

き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊
鳥
が
空
を
飛
ぶ
。

　

主
語
…

　
　
　
　
　
　

述
語
…

　

ト
ン
ヒ

  
主
語
は
「
○
○
が
（
は
）」
と
い
う
形
の
文
節
を
探
そ
う
。
述
語
は
「
ど
う
す

る
」
を
表
す
文
節
だ
よ
。

123

24

「
泳
ぐ
」
は
述
語
だ
よ
。



25

49

　
次
の
各
文
の

線
部
の
文
の
成
分
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。�

ガ
イ
ド
2
〈
5
点
×
2
〉

⑴
　
空
が 

青
い
。 

イ

⑵
　
こ
れ
は 

難
し
い 

本
だ
。 

ウ

　
ア
　
主
語
　
　
イ
　
述
語
　
　
ウ
　
修
飾
語
　
　
エ
　
接
続
語

　

ト
ン
ヒ

  

⑴
「
青
い
」
は
「
ど
ん
な
だ
」
を
表
し
て
い
る
よ
。 

⑵
「
難
し
い
」
は
「
本
だ
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
よ
。

　
次
の
各
文
の

線
部
と

線
部
の
文
節
ど
う
し
の
関
係
を
あ
と
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。�

ガ
イ
ド
2
〈
5
点
×
2
〉

⑴
　
妹
が 

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を 

手
で 

捕つ
か
ま
え
る
。 

ア

⑵
　
友
人
と 

す
べ
り
台
で 

遊
ぶ
。 

ウ

　
ア
　
主
・
述
の
関
係
　
　
イ
　
接
続
の
関
係

　
ウ
　
修
飾
・
被ひ

修
飾
の
関
係 

　

ト
ン
ヒ

  

⑴
「
妹
が
」
は
「
誰
が
」
を
表
し
て
い
る
よ
。 

⑵
「
す
べ
り
台
で
」
は
「
遊
ぶ
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
よ
。

45

主
語
と
述
語
の
関
係
。

接
続
語
で
前
後
を
つ
な
ぐ
関
係
。

修
飾
す
る
・
修
飾
さ
れ
る
関
係
。

　
次
の

線
部
の
主
語
に
対
応
す
る
述
語
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊
試
合
は
　  

明
日
　  

十
時
に
　  

始
ま
る
。 

ウ

ト
ン
ヒ

  

試
合
は
「
ど
う
す
る
（
ど
う
な
る
）」
の
か
を
表
す
部
分
が
述
語
だ
よ
。

 

　
次
の

線
部
の
修
飾
語
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊  

父
が
　
大
き
な
　  

声
で
　  

話
す
。 

イ

ト
ン
ヒ

  「
大
き
な
」
は
、「
声
で
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
ね
。 

　
次
の
文
中
か
ら
接
続
語
を
一
つ
探
し
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

 

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊  

私
は
　
ピ
ア
ノ
を
　  

練
習
し
た
。   

だ
か
ら
、
上
達
し
た
。 

ウ

1

主
語

ア

イ

ウ

2

ど
ん
な
様
子
か
、
ど
の
程
度
か
を
詳く

わ
し
く
説
明
す
る
文
節
。

ア

修
飾
語

イ

ウ

3

文
と
文
、
文
節
と
文
節
な
ど
を
つ
な
ぐ
文
節
。

ア

イ

ウ

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49B とりくもうB

① たいさ大差 をつけて勝つ。　② 相手のはいご背後 に回る。　③ 三角形のていぎ定義 。
入試に出た
漢字
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48

100

名前名前名前名前

解答・解説集

合計得点

年

　
　
　組

　
　
　
　番

文
の
組
み
立
て
を
学
習
し
よ
う

要 
点
チ
ェ
ッ
ク

みなおそうA

  p.25

④ 出産をいわ 祝 う。　⑤ 答えのれい 例 を挙げる。　⑥ あた 辺 りが暗くなる。

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49A

文ぶ
ん
は
文ぶ

ん
節せ

つ
や
単た

ん
語ご

に
分
け
ら
れ
る
。

大
文

　
例
少
女
が
手
を
ふ
る
。
＝
最
後
に
「
。」
が
付
く
、
ひ
と
続
き
の
言
葉
。

文
節
　
例
少
女
が 
手
を 
ふ
る
。
＝
「
ネ
」
を
入
れ
て
分
け
ら
れ
る
ま
と
ま
り
。

小
単
語
　
例
少
女 

が 

手 

を 
ふ
る
。
＝
そ
れ
以
上
分
け
ら
れ
な
い
言
葉
。

文
の
成
分
＝
主し

ゅ
語ご

、
述じ

ゅ
つ

語ご

、
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

、
接せ

つ
続ぞ

く
語ご

、
独ど

く
立り

つ
語ご

が
あ
る
。

例
犬
が
　
ほ
え
る
。

問
題

次
の
文
の
主
語
を
〇
で
囲
み
な
さ
い
。�

〈
20
点
〉

＊
　
魚
が
　
泳
ぐ
。

1

ネ

ネ

2

文
の
中
で
の
文
節
の
役
割
の
こ
と
。

主
語�

…�「
何
が
」、「
誰
が
」
を
表
す
。

述
語�

…�「
ど
う
す
る
」、「
ど
ん
な
だ
」
な
ど
を
表
す
。

　
正
し
く
文
節
に
分
け
た
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。�

ガ
イ
ド
p.48
　1
〈
10
点
〉

ア
　
母
／
は
／
サ
ッ
カ
ー
／
の
／
選
手
／
だ
。 

イ

　
イ
　
母
は
／
サ
ッ
カ
ー
の
／
選
手
だ
。

ト
ン
ヒ

 「
ネ
」
を
自
然
に
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
文
節
の
分
け
目
だ
よ
。

　
正
し
く
単
語
に
分
け
た
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。�

ガ
イ
ド
1
〈
10
点
〉

ア
　
理
科
／
の
／
実
験
／
は
／
お
も
し
ろ
い
。 

ア

　
イ
　
理
科
の
／
実
験
は
／
お
も
し
ろ
い
。

ト
ン
ヒ

  

文
節
で
分
け
る
と
「
理
科
の
／
実
験
は
／
お
も
し
ろ
い
。」
だ
ね
。
単
語
は
文
節

よ
り
も
細
か
く
分
け
ら
れ
る
よ
。

　
次
の
文
の
主
語
と
述
語
を
書
き
抜ぬ

き
な
さ
い
。�

ガ
イ
ド
2
〈
10
点
〉

＊
鳥
が
空
を
飛
ぶ
。

　
主
語
…

鳥
が
　
　
　
　
　
　
述
語
…

飛
ぶ

　

ト
ン
ヒ

  
主
語
は
「
○
○
が
（
は
）」
と
い
う
形
の
文
節
を
探
そ
う
。
述
語
は
「
ど
う
す

る
」
を
表
す
文
節
だ
よ
。

123

24

「
泳
ぐ
」
は
述
語
だ
よ
。
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文
節　
　
　
文
節　
　
　
文
節

ネ

ネ

単
語 

単
語　
単
語 

単
語　

 　
単
語

主
語

主
語

述
語

述
語修

飾
語

主
語

述
語

修
飾
語

修
飾
さ
れ
る
文
節

接
続
語

述
語

本誌p.48〜49

「
飛
ぶ
」
は
「
ど
う
す
る
」
を
表
し
て
い
る
の
で
述
語
で
す
。

〈
単
語
に
分
け
る
方
法
〉
文
節
に
分
け
ま
す
。
→
そ
れ
ぞ
れ
の
文
節

を
、
そ
れ
だ
け
で
意
味
が
わ
か
る
部
分
と
、
わ
か
ら
な
い
部
分
に

分
け
ま
す
。
→
単
語
に
分
か
れ
ま
す
。

ウ
「
だ
か
ら
」
が
前
後
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
ア
は
主
語
、
イ
は

述
語
で
す
。

⑵
「
す
べ
り
台
で
」
が
修
飾
語
、「
遊
ぶ
」
が
修
飾
さ
れ
る
文
節
で

す
。

⑴
「
青
い
」
は
、
主
語
「
空
が
」
に
対
す
る
述
語
で
す
。

⑵
「
難
し
い
」
は
修
飾
語
、「
本
だ
」
は
修
飾
さ
れ
る
文
節
で
す
。

「
魚
が
」
は
「
何
が
」
を
表
し
て
い
る
の
で
主
語
で
す
。
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